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第２回 瑞穂市地域公共交通会議・会議録 
 

日  時   平成２２年１１月２５日（月） 午前１０時から正午 

場  所   瑞穂市役所穂積庁舎 ３階大会議室 

出席委員   会長 倉内 文孝         副会長 迫田 義一 

          栗本 敏樹（冨田 尚之代理）    山田 芳喜 

          野田 寧宏             西村 盛夫 

          大橋 憲二（古田 勝代理）     伊藤 靖 

三ツ村 秀樹（中島喜久夫後任)    福冨 保文 

          豊田 正利             澤原 鹿人 

                      

欠席委員   森嶋 和美  棚橋 和子  東海 龍毅 

 

事 務 局   総務部長   早瀬 俊一     総務課長 広瀬 充利 

       総括課長補佐 伊藤 巧      課長補佐 小森 順子 

       主  査   野田 秀樹 

 

傍 聴 人   １人 

 

１．開 会 

(事務局)    只今から第２回瑞穂市地域公共交通会議を開催いたします。 

 

２．会長あいさつ 

本日は、ＪＲ穂積駅南ロータリーでの全バスの乗降実施について議論を

進めていきます。今回は、何らかの結論をだすものではなく、委員のみな

さんから幅広いご意見、ご提案等をいただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 

３．議 事  

（会長[議長]） みなさん、よろしくお願いします。 

        本日は、傍聴されるかたがいらっしゃいますので、入室していただきま

す。傍聴人は、「瑞穂市審議会等の会議の公開に関する要綱」第３条を遵守

していただきますようお願いいたします。 
<会議に関する確認事項> 

・会議録の要点筆記 

・発言委員の氏名公表 

・会議録の確認は会長・副会長で行う 

        それでは、議事に入りたいと思います。事務局より説明願います。 

 

（事務局）   資料１をご覧ください。 

        「ＪＲ穂積駅のバス乗り入れ状況(航空写真・地図)」を説明。 

         ・みずほバス３線はＪＲ穂積駅南ロータリーで乗降。 

         ・穂積･リオワールド線・大野･穂積線はみずほターミナルで乗車し、

ＪＲ穂積駅南ロータリー西側で降車。 

         ・朝日大学スクールバスはＪＲ穂積駅南ロータリー南側で乗降。 

   つづきまして、資料２をご覧ください。 
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  「広報みずほ『みずほターミナル新設』記事」を説明。 

   ・みずほターミナル設置の経緯について 

資料３をご覧ください。 

「みずほバス等運行状況の推移」を説明。 

 ・平成１７年４月１日の「みずほターミナル」設置前と現在の総運行

便数を比べるとかなり減便になっている。 

「ＪＲ穂積駅南ロータリーへのバス乗り入れ時間の状況(平日・土祝祭

日)」 

 ・現在、みずほターミナルで乗車しているものを仮にＪＲ穂積駅南

ロータリーへ乗り入れた場合のシミュレーションであり、各時間帯

における運行本数を示している。 

次に資料４をご覧ください。 

「ＪＲ穂積駅南ロータリー混雑状況」を説明。 

 ・朝は送りの一般車両をはじめ、みずほバス、路線バス、朝日大学ス

クールバスの他、トラック等も乗り入れる。夜は、電車が到着する

まで、ロータリー内で待機している一般車が多く、さらに上記のバ

スが乗り入れることから非常に混雑する。 

「岐阜バス 穂積･リオワールド線・大野･穂積線のＪＲ穂積駅乗り入れ

実証実験」を説明。 

 ・実際にシミュレーションした時間に運行した場合、ＪＲ穂積駅南ロ

ータリーの状況を検証し、問題点を探ってみた。 

  岐阜バスに依頼し大型バスを準備。平成２２年１１月１８日、朝は

午前７時前から午前９時、夕方・夜は午後４時から午後７時前に実

際に運行し、その際、運転手より意見・要望を聴取した。 

  ①ＪＲ穂積駅南ロータリーは、みずほバスのような中型バスなら、

一般車が停車している状態でも問題なく運行できるが、穂積･リ

オワールド線、大野･穂積線のような大型バスはカーブの際、角

度的に曲がるのが困難なときがある。 

  ②ＪＲ穂積駅南ロータリー バス停留所前の道路が湾曲しているた

めにバスを並行につけることができない。そのため、若干離して

バスを停めることになることから段差を生じさせる。結果、バス

利用者は一段余分に乗降しなければならないためスムーズな乗降

ができていない現状である。 

  ③バスレーンに待機する一般車について、バスが近づいてきても一

向に移動しようとしない。運転手のマナーの問題かもしれないが。 

  ④ＪＲ穂積駅南ロータリー東側にあるコインパーキングについて、

もっと有効活用できないか。 

  ⑤高校生を送迎する一般車が多く見られる。昔はみんな自転車で

通ったものだが・・・。雨の日等はやむを得ないが。 

  ⑥ＪＲ穂積駅南ロータリーの入り口には一般車が列で停車するが、

ロータリー内がいっぱいになると反対側にも停車するようになる。

つまり、道路の両側に停車することになり、その間を交互に通行

するような状況になるため、大型バス等が通行する場合は非常に

困難になる。 

 

この中で市として改善できる部分につきましては、関係機関と調整
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し早期に手がけていきたいと考えております。 

  

 以上、ＪＲ穂積駅南ロータリー、みずほターミナルにおけるこれま

での経緯と現在の状況について説明させていただきました。 

市としましては、駅前の混雑等の問題はありますが、穂積･リオワー

ルド線、大野･穂積線もＪＲ穂積駅南ロータリーで乗車ができるように

することで、全てのバスが駅前で乗降が可能なるようにしたい。これ

により、初めてバスを利用する人でもわかりやすい、利用しやすい状

況を実現していきたいと考えております。 

委員の皆さんには専門的な見地から、乗り入れる際の問題や課題に

ついて、ご意見等をいただければと思います。 

 

（迫田委員）  交通規制について、ＪＲ穂積駅南ロータリーへ入っていく道路を夕方だ

けでも一方通行にしたらどうか。つまり、ロータリーを回らず、東側へ抜

けるようにできないか。また、コインパーキングを撤去して送迎用の一般

車待機場にできないか。結局、迎えの一般車が多い時間は、バス等も多く

乗り入れる時間であるので、慢性的に混雑する状況になります。私は駅北

側を多く利用しているが、こちらも同様に混雑する状況が見られます。 

 

(事務局･部長) 副会長が言われるとおり、駅北側も大変混雑する状況であり、混雑具合

は、駅南側よりもひどいです。駅周辺の用地で適切な場所であれば、積極

的に購入していきたいと考えています。ロータリーに入る前のところに駐

車場を整備し、ロータリーにはバスのみが乗り込むようにしていきたい。 

 

（迫田委員）  みずほターミナルまで４００ｍ歩くというのは、ちょっと遠い。 

 

（野田委員）  ＪＲ穂積駅南ロータリーの南にある駅南公民館について、ずっと閉鎖さ

れたままですが、有効な活用方法はないのでしょうか。 

 

（豊田委員）  現在、境界が確定しておらず、まだ手がつけられない状況です。それが

済めば、すぐにでも有効な活用方法を検討したい。 

 

（西村委員）  コインパーキングの利用状況はどうでしょうか。 

 

（福冨委員）  かなり利用者があります。また、３０分は無料なので、それを明示して

迎えの一般車にも利用してもらえるようお知らせをしています。コイン

パーキングは少しの時間、停めておく際に必要になるので、しばらくはこ

のままになります。しかし、駅南公民館が有料駐車場等で活用できるよう

になれば状況は変わりますが。 

 

（西村委員）  ロータリーに営業車が停まっている状況がありますが、市では取締りを

して停めさせないようにする対策を考えていますか。 

 

（福冨委員）  タクシー業者へ申し入れをして、ロータリー内には停めないように伝え

ます。取締りは、放置自転車等は実施しているが、一般車、営業車は、特

にしていません。 
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（山田委員）  このような駅前にあるロータリーは、一般車と営業車が混合するのは

しょうがないことです。これを前提として、当会議では営業車を優先して

通していくべきかを議論していくことが重要になります。 

 

（会長[議長]） まず、一般送迎車については別途改善の方向を探るという前提のもとで、

バスを優先してＪＲ穂積駅南ロータリーに入れていくという方向性で議論

を進めていきたいと思いますが。 

では、少し議論を戻して、資料２にある朝日大学スクールバスは、当時

はみずほターミナルでの乗降だったのですか。 

 

（事務局）   当初はそのような計画だったのですが、朝日大学スクールバスは学生の

他に朝日大学病院へ行かれるかたも利用されます。このようなかたにみず

ほターミナルまで歩いてもらうのは困難ではないかとなり、駅前での乗降

に落ち着いたようです。 

 

（会長[議長]） 何が言いたかったかというと、資料３にあるように平成１７年から運行

し始めた大野･穂積線の便数を差し引いても、現在の運行便数は少ない状

況ですが、みずほターミナルができる前のＪＲ穂積駅南の状況はどの程度

の混雑具合だったのかが分かればと思ったのですが。そのときの状況が分

かれば一つの判断材料になると思います。その他、何かご意見があればお

願いします。 

 

（澤原委員）  運行ダイヤを調整して、自家用車とバスの乗り入れ時間を区別できれば

と思ったのですが、電車の上下線も過密であることから、なかなか困難で

はないかとも考えます。 

 

（会長[議長]） 電車が遅れたりすると、さらに混乱する危険もあります。 

 

（迫田委員）  資料１の上下矢印の部分の道路ですが、時間帯で駐停車禁止にすること

はできませんか。この道路の両側に停められることが一番問題であるから。 

 

（澤原委員）  おそらく駐車禁止は可能であると思うが。停車禁止とはいっても前が詰

まって進めない状況では停車をするつもりはなくても停まってしまう状況

になってしまう。 

 

(事務局･課長) この道路は、ひどいときは資料２にあるガソリンスタンドまで車が連な

ります。最近は写真店ぐらいまでであるが、どちらにしても、この時間帯

にはとてもロータリー内へ入ることは不可能であると思います。 

 

（野田委員）  本当に送迎の車が多くなってきています。そうなると高校生や通勤者等

の自転車駐輪場の利用状況はかなり減ってきているのではないですか。 

 

(事務局･部長) 先ほど車の台数、駐輪場の利用状況の件についてお話がありましたが、

駐輪場の利用状況は言われるとおり減っております。やはり送迎車の増加

も一因であると考えます。それには、自転車で駅まで走り駐輪場に有料で
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止めるよりも、自家用車で駅まで送迎したほうがよい、とする傾向が見受

けられます。したがって、駐輪場の利用金額についても考えていかなけれ

ばならないでしょう。 

 

（会長[議長]） ＪＲ穂積駅南ロータリーへの乗り入れについて、実際にバスを運行する 

岐阜バスさんのご意見をいただければと思いますが。 

 

（栗本委員）  １１月１８日に実証実験を行いまして、運転手より聞いたところにより

ますと、やはり、朝夕は大変混み合うが、特に夕は迎えの車が多く苦労し

ているとのことでした。昔は、駅前は長時間お迎えの車で混み合っていた

が、携帯電話の普及により、少しは空いてくるかと思えば、余計に混み合

うようになったという話も聞いております。 

        やはり、どこかの時点で駅前のインフラ整備をしていただかなければ非

常に厳しいと考えています。ただし現状でも、大野･穂積線、穂積･リオ

ワールド線も降車のため乗り込んでおり、事故なく運行していますので問

題はないかとも思います。また、当会議において、バスを利用されるお客

様の利便性の向上を目指すという意味で議論を進めることについては非常

に意義があると考えます。 

 

（三ツ村委員） 私もハンドルを握っていたことがあるが、このあたりの状況は、みずほ

ターミナル新設時から現在に至るまで変わっていない。ロータリーや道路

幅等は早々に何とかなるようなものではない。問題は、駅を利用する皆さ

んが、現在の駅前の状況をどのように感じているかではないでしょうか。

送迎する一般車のかたなどに実際の生の意見を伺ってみるのも一つではな

いかと考えます。 

 

（会長[議長]） 駅前や道路の状況が大きく変わらない以上、バスを通すことについて優

先度を高くして考えていくしかないと思います。問題はその場合にどのよ

うに通していくのかであり、これを議論していかなければなりません。 

 

（伊藤委員）  道路管理者としては、市道も県道も同じですが、駅利用者の送迎のため

の道路拡幅というのはできません。 

例えば、帰りだけでも、駅前駐車場の整備がされるまで、電車の到着時

間に合わせて無料のバスを運行し、市役所駐車場まで送迎するということ

を市や鉄道会社のかたで考えてもらえれば、支障なく道路を通行できるよ

うになるかなと思います。 

 

（会長[議長]） 同様の意見として、みずほバスターミナルに一般送迎車の駐車スペース

が確保できれば、バスは駅前で降車した後にみずほターミナルへ戻るわけ

ですから、その間を無料で乗車してもらって、ターミナルまで送ることも

できるかなと思います。 

 

（大野委員）  ＪＲ岐阜駅等のように送迎用の駐車スペースがあり、あまり長く通路で

停まっている車に対しては、そのスペースへ移動してもらうようになって

おり、その呼びかけを行う係がいます。一つの考え方であると思います。 

また、一般送迎車が多いということは、反面バスを利用できない地域の
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住民がほとんどなのではないでしょうか。それを調べて、バスの運行エリ

アにしていくことも考える余地があります。 

 

（会長[議長]） 実態として、何時ごろに何台の送迎車が来て停めたがっているかのデー

タが必要になります。今回は方向性の確認なのでよいですが、今後はその

ようなデータを基にして議論を進めていかなければ、どのように駅前ロー

タリーを整理していくかの議論にはならないと思います。 

        では、補足で配布された資料についてですが、説明をお願いします。 

 

(事務局･部長) 市の駐輪場における自転車や原動機付自転車の台数の推移の資料になり

ます。やはり、台数は年々減少しております。単純には言えませんが、駐

輪場利用者の減少は送迎車の増加になっているとも言えるのではないで

しょうか。しかしながら、バスの乗り入れについては現在の状況であれば

問題はないと考えます。 

 

（迫田委員）  駐輪場の利用者を増やすために、利用料は無料にならないか。 

 

（福冨委員）  逆に放置自転車の増加につながり、ますます撤去作業等に費用を要する

ことになりかねません。 

 

(事務局･部長) データを揃えて当会議において決定するのみでよいのか、それとも一度

アンケート等を実施して広くご意見を求めた方がよいのか。そのあたりの

手順について、中部運輸局さんではパブリックコメント等を実施してみえ

るがどのように考えられますか。 

 

（大野委員）  バス利用者は市外のかたもみえると思いますが、住民のかたのご意見を

聞くことは必要ではないでしょうか。 

 

（山田委員）  当会議は、市で位置づけられている機関であるし、これまでも当会議内

において決議してきています。委員には住民代表のかたもおられるわけで

すから、当会議において決定をすればよいと思います。 

 

（会長[議長]） どの程度までを決めるのかにもよるとも思います。今の時代ですと、多

くのかたに知っていただくこと、理解していただくことが重要になってき

ますし、それにはデータで示したうえで、科学的に論理的な観点をもって

決定をしていくことが必要であると考えます。 

 

他にご意見はいかがでしょうか 

それでは、議事１についてはこれで終わらせていただきます。議事２の

その他について事務局からお願いします。         

 

（事務局）   その他についてですが、現在、瑞穂市内を運行している路線バスは３線

あります。そのどの線につきましても、運行状況は非常に厳しいと聞いて

おります。今後、減便あるいは廃線などということになれば、そのエリア

をどのようにカバーしていくかを当会議において協議していかなければな

りません。委員の皆様に現在の状況をご認識いただくため、岐阜バスさん
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より説明をいただきたいと思います。 

 

（栗本委員）  岐阜バス全体の中でも、穂積･リオワールド線、大野･穂積線、美江寺･

穂積線の３線はさらに非常に厳しい状況で運行を続けています。利用者も

やはり年々減少の一途を辿っています。負のスパイラルに陥っています。

バスというものは、やはり乗っていただかないとその路線を維持すること

ができません。ぜひとも、バスに乗って育てていただくという気持ちで、

多くの皆様に呼びかけをお願いしたいと思います。 

 

（会長[議長]） 当会議においても、バスの利用促進の議論を積極的にしていかなければ

なりません。また、先に当会議で協議しました路線図について、病院や

スーパーの位置が図に入っているということで、関係者より高い評価を得

ています。こういったものをもっと利用して、市民の皆様に積極的にバス

に乗っていただけるよう呼びかけていただければと思います。 

それでは、今日の議事につきましては、全て終了しましたので事務局に

お返しします。 

 

（事務局･課長） 本日は熱心に議論をいただきまして、ありがとうございました。 

現在、瑞穂市においても、環境にやさしいまちづくりを積極的に推進し

ております。公共交通の分野では、バスや樽見鉄道などの公共交通機関を

積極的に利用することで貢献していけるよう、市民の皆様にさらなる呼び

かけを実施していきます。 

それでは、これで第２回瑞穂市地域公共交通会議を閉会いたします。 


